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1 .はじめに
わが国の一般的オフィスの執務室では，天井に照明器具を均等
に配置し，部屋全体を均一に照明する全般照明方式が広〈用いら
れている. しかし，視作業性と快適性を損なわずに，消費エネル
ギーの削減を図るためには タスク・アンビエント照明 (TAL)
方式がより有効である.TAL方式は，オイルショックを契機に
して， 1970年代に欧米で提案され，現在，欧米においては，標準
的な照明方式として浸透している.
1995年，わが国においても省エネルギー効果が高いTAL方式
を普及させるために，照明学会にタスク・アンビエント照明研究
調査委員会が発足された(主査:斎藤満氏).当委員会は，調査
および議論を重ねて TAL方式の省エネ手段としての有用性を明
らかにするとともに， TAL照明基準案を作成したしかし，そ
の後もわが国のオフィスでは，全般照明方式が主として採用され
続けている.
2010年，再び地球環境保全を目的とした省エネルギーへの社会
的関心の高まりと LED照明の技術的な発展を背景として， TAL 
方式の普及促進を進めるべきとしたタスク・アンピエント照明普
及促進研究調査委員会(以降， TAL委員会と呼ぶ)が発足された.
この委員会の活動目的は，先に提案されたT札照明基準を社会
的・技術的な背景に合わせて更新すること，先進的に計画され施
工されたタスク・アンピエント照明方式の効果をデモンストレー
ションすることであった (2012年3月終了).
折しも， 20日年の3月1日，東日本大震災が発生した種々の
要因が重なった結果，政府からは大規模な節電が要請されること
になった天井全般照明方式が普及しているわが国では，節電の
ために間引き点灯をすることしかできなかった.もし， TAL方
式が十分に普及していれば，電力不足に伴う節電は不要であった
かもしれない.TALを知ってさえいれば，視作業性と快適性を
諦めることなく大幅な節電ができたかもしれない.東日本大震災
を経験した今こそ，国民全体にTALを知り， TAL方式普及の有
効性をわかっていただけると信じて， TAL委員会の活動成果を
紹介する.
なお， TAL委員会メンバーは次のとおりであった(かっこ内
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2. TAL方式とはどういうものか?
TAL方式とは，オフィス執務室の照明を，アンピエント照明
とタスク照明とに分離する照明方式である.タスク照明は，視作
業のための照明であるのに対して，アンピエント照明は，視作業
面以外の周辺環境のための照明である.アンピエント照明の役割
は，安全性と空間の雰囲気づくりにある.アンピエント照明とタ
スク照明とに機能分担することにより，両者を使用した時の執務
者の視作業領域における水平面照度(以降，タスク照度と呼ぶ)
を下げないで，視作業に直接影響しないアンピエント照明のみに
よる周辺環境の水平面照度(以降，アンピエント照度と呼ぶ)を
下げることができる.部屋全体を均一に明るく照明しないものの
作業性と快適性の維持を諦めたものではなく，むしろ，これらを
高めることを目指したものである.本稿のタイトルとした rT.札
を知る者は富む」は，上述のように無駄を排除し少ない光を大切
に活用する点で，老子の「足るを知る者は富むJの教えに例えた
ものである.
T札方式にはさまざまな形態があり，図1にこれらを紹介す
る.TALのマイナス・イメージに「空聞が陰惨に感じられる」
ことがある.TALを成功させるためには，空間の明るさ感を増
す必要がある.明るさ感を向上する手段として，執務者の視野内
に適度な輝度を有する形態係数の大きな面を構成することが挙げ
られる.具体的には，アンピエント照明として天井を間接照明す
る方式や拡散パネルにより拡散光源面をつくる方式がある.
3.なぜTAL方式は消費エネルギーを削減できるのか?
T札方式を採用すれば次の理由で消費エネルギーを削減でき
る.
① アンピエント照明は出力を下げることができるので，器具の
数，あるいは，それに使用するランプの本数または消費電力を
削減可能.
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TAL事例系統分類
明るい面をi1Jる 天井を照らし上げる
鉱散パネル ベン苦ントライト フロアランプ 上向配光デスウスタンド
+ 
デスウスタンド
+ + 上下配光器具
上向田光器具
+ + + 
タスウライト タスヲライト タスウライト タスウライト タスウライト タスイフライト
工 工 、、ム./、、.1../
よ~ よ京
図1 TALの種類
② タスク照明を用いると視対象に近いところから照射できるの
で，同じ作業面照度を得るのに天井からの照明よりも低消費電
力のランプを使用可能
③ オフィス執務室において，執務者は，勤務時間中に在席し続
けているわけではなく ，出張・会議・昼食、・休憩・ トイレ使用
などのために頻繁に離席する.照明設備がパーソナルなもので
あればこうした執務者の挙動を反映させることが容易であり，
執務者の離席中に消灯できるタスク照明は消費電力量を削減可
能.
④ エネルギー消費のピークとなる時間帯には昼光をアンビエン
ト照明として活用することでピーク時間帯の消費電力を削減可
官E
4.なぜTAL方式は節電にも効果的なのか?
調光機能を有しない天井全般照明方式を採用しているオフィス
に対して節電が要請されると，間引き点灯するしか方法がない.
間引き点灯がなされたり，部分的にランプが抜き取られたりする
と室内の照度均斉度は低下する.結果，天井からの照明が十分に
届かない席では，視作業性と快適性が保たれない.一方，執務者
の視作業性と快適性を維持するために，ある程度の照度均斉度を
保とうとすると，思い切った節電はできない この点. TAL方
式は，タスク照明とアンビエント照明とに分離されているので，
仮にアンビエント照明を間引き点灯しても，タスク照明を用いれ
ば少なくとも視作業性は維持できる.
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5. TAL方式の付加価値は何かっ
TAL方式の付加価値は，次のとおりである.
① 高照度を要する細かい視作業に対しては，調光できるタスク
照明を用いる，あるいは，タスク照明を視対象に近づけること
により，高いタスク照度を提供できるなど個人の好みを反映さ
せやすいー
② 高齢者および視覚障害者の視覚特性を考慮、した多様なニーズ
に応じたタスク照度を提供可能である.
③ 創造性の高い作業をおこなう空間では，アンビエント照度が
低い方が作業への集中度が高められる場合もある
6. TAL方式はどのようなオフィス執務室に向いているかっ
TAL方式が適したオフィス執務室の条件は次のように考えら
れる.このようなタスク・アンビエント照明の節電のメカニズム
を活用することにより，全般照明方式の消費電力の約60%を削減
した例もある.ただし，必ずしも①~⑤の5項目を満たさなくて
も節電効果は見込まれる
①執務者個々人の作業の独立性が高いこと
②執務者l人あたりの専有面積が広いこと.
③ 高照度を必要とする作業があること.
④執務者の在席率が低いこと
⑤昼夜を問わず仕事をする必要があること.
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図2 理想的なTAL方式を採用したオフィスの様子
7. TAL方式を成功させるためのコツは何かっ
まずは，タスク照度を JISZ 910の作業面照度に準拠して設定
することが重要である.次に，省エネルギーのためには，アンビ
エン ト照度をタスク照度より低くすることが効果的であるが，極
端にアンビエン ト照度を下げる と空間の明るさ感が低下し，空間
を陰穆に感じる恐れがある. このような陰惨さが， これまでわが
国でタスク・アンピエント照明方式が普及しなかった原因の lつ
であると考えられる.陰穆さの除去には居住者が空間を明るく感
じるように構成することが大切で、ある.具体的な方策として，一
般に内装材に反射率の高い材料が用いられる. しかし，反射率の
高い真っ白なオフィスは単調な雰囲気がしたり ，まぶしく感じた
りする場合があるので，ウオールウォッシャーやブラケッ トなど
の壁面用照明器具を併用すること，壁面に掛けた絵画などをス
ポットライトにより照明すること 舷しくない程度に照明器具の
発光部に輝きを持たせること などの手段がさらに有効となる.
ほかには，図 lに示したように，アンビエント照明として，天井
を間接照明する方式や拡散ノ号ネルにより拡散光源面をつくること
により，適度な輝度を有する形態係数の大きな面を形成すること
も有効である
8.アンビエント照明にはどのような照明器具が適しているか?
天井照明を新築・改修する場合，直接照明，間接照明，直接/
間接照明などいずれの照明方式の照明器具を用いることもでき
る 直接/間接照明方式とは，天井から吊り下げ、られた下方光と
上方光の両方を有する照明器具により照明する方式であり ，欧米
では広〈用いられている.天井照明を改修しない場合，全般照明
方式の照明器具からランプを間引いて簡易なアンビエント照明を
実現することもできる(安定器によっては，間引くと点灯しない
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ものや消費電力量の削減ができないものもあるので要注意).こ
の時，執務室の照度均斉度が極端に低くならないように，間引く
ランプの分布にバランスを保つよう配慮が必要である.また，天
井の照明器具を全て消灯して，自立できるキオスク型のアッパー
ライトや什器に取り付けたアッパーライトによって，間接照明方
式のアンビエン ト照明を提供するこ ともできる
9. タスク照明にはどのような照明器具が適しているかっ
タスク照明は，机上に置いたスタンド，机の縁にクランプで取
り付けたアームスタンド，棚下やパーティションに取り付けた照
明器具により提供できる.指向性の高いタスク照明器具があれば
天井に取り付けることもできる.
タスク照明器具の選定に際しては，昼光による周辺環境の照度
の変動や個人の好みに応じて調光できるものが望ましい.また，
調光や高さ調節機能のあるタスク照明器具を選定する ことで，執
務者の光環境に対する満足度を高めることができるそのうえで，
タスク照明に必要な基本的要件は，次のとおりである.
①効率の良い光源を使用するもの
② 照明器具の発光部のまぶしさを抑えたもの，あるいは，照射
方向を調整できるもの
③ 視作業面を広く均一に照明できるもの，また，作業面照度と
照射位置を調節するために，発光部の位置と高さがアームによ
り調節できるもの.
10.理想的なTAL方式とはどういうものか?
理想、と考えられる TAL方式の lつに，アンビエント照明には，
天井にペンダント照明器具を吊下げ，机上には，タスク照明用に
スタンドを用いる方式がある 図2にイメ ージを示す この吊下
げ型照明器具を採用するには，天井高さが高いオフィスが望まし
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い.天井高さが低い日本では，この方式が適用できるオフィスは
少ないかもしれない.また，わが国では吊下げ型の照明器具のバ
リエーションが少なく，そのために吊下げ型の照明器具は高価で
ある. しかし，天井が高いオフィスには，爵蕗せずにこの照明方
式を採用して欲しい.このようなオフィスでは，天井面が明るく
感じられ，高い開放感が得られる.
一方，タスク照明には，可動アームにより，光源の位置が自在
に変えられるスタンドが適している.このようなスタンドには，
LEDを積極的に使うべきである.LEDを用いた照明器具はコン
パクトにできるので，光源を作業面に近づけても，視作業対象が
セードに隠れてしまうことがない.また，光源が目より下に位置
するので，光源が舷しく感じることもない.
1.なぜ.わが国において，これまでTAしは普及しなかったのか?
オイルショック後，一時的に TAL方式の必要性が認められた
時期があった.オイルショックの経験により，電力を原油依存し
ている状況下では，エネルギー消費量の削減が最重要課題であっ
たからである.しかし，その後の原子力発電所の普及により，電
力の原油依存率が低下した. これに伴って.TALの必要性も低
下したものと考えられる.
また，わが国で建設件数が多いレンタルピルにおいては，一般
的に標準仕様として室内照明が据え付けられる.このとき室内の
平均照度がレンタルオフィスの要件とみなされることが多い.高
い平均照度を得るためには天井全般照明方式が有利であるため
に，それを選択し続けたと考えられる.
さらに，前述したように，アンビエント照度の低減にともなう
室内の陰穆さも問題とされたことから，自社オフィスであっても
居住満足度が低下するリスクを伴う TAL方式を無理に計画する
必要はないと見なされたためであると考えられる.
12. TAL方式の普及に向けてどのような施策が必要か?
今後，さらに TAL方式を普及させるためには，飴と鞭と旗の
観点からの施策が必要である.飴とは，インセンティブであり，
エコポイント，クーポン，税優遇がこれに当たる.鞭とは法規制
であり，照明学会の照明基準，五S.省エネ法などの徹底がこれ
に当たる. 3つ目の旗とは，旗振り，つまり，啓発活動である.
今回.TAL委員会は，旗振りに注目した.一般消費者は.TAL 
方式が良いことを知っていても.TAL方式を見たことがないた
めに.TAL方式を選択肢の lつだとは考えていない.このよう
な消費者に対しては.TALをどのように採用すればよいのかを
デモンストレーションすることが重要であると考えた.このよう
なデモンストレーションのツールとして. rTALガイド」を提案
した.TALガイドとは.A4サイズの上質紙l枚の表裏に l件の
TALを採用した施設例を示すものである.直接，施主の自に触
れてもよいし，照明デザイナー，建築家，電気設備設計者が施主
を説得するためのツールとして活用してもよい.改修の場合は，
before & afterの消費電力量を比較し，そうでない場合は，一般
的な施設と比較する. しかし，たとえ消費エネルギーを大幅に削
減できたとしても視作業性と快適性が損なわれては本末転倒であ
る.このため.TALガイドには照度・輝度分布を示すとともに，
室内の雰囲気に関するアンケート結果も記録する.このような
ツールを上述したような対象者に行き渡らせるためには，将来的
には料理のレシピカードのように l枚 l枚独立していることが
望ましいと考える.
13.おわりに
今回，照明学会誌編集委員会の賛同を得て，まずは. 9月号か
ら照明学会誌にしばらくの間. rTALガイドJを連載することと
なった.TALガイドをご覧になってご意見・ご質問があれば，
照明学会事務局にご連絡いただきたい.
-8:4¥点宇野委貞公正tJlA案IAJ-
JCIE -002 屋内作業場の照明基準設計ガイド
屋内作業場照明の国際基準IS08995(2002) /CIE S008-2001“Lighting ofIndoor Work place"を翻訳した新しい
照明基準nsz 9125-2007“屋内作業場の照明基準"が発行されました.既存のnsz 9110-1979“照度基準"が，
主として視作業面の推奨照度を規定しているのに対して， この新しい照明基準では，推奨照度の他に，新たに
照明の質(不快グレア UGR. 平均演色評価数)を規定しています.
日本照明委員会は，良い照明施設が今までより多くわが国に普及することを祈念して，この新しい照明基準
を活用するための rnsZ 9125屋内作業場の照明基準設計ガイド」を出版いたしました.屋内空間の照明基準で
あるnsz 9125-2007を詳しく知りたい方にお勧めの l冊です.
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